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施設名

施設所在地

法人名

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・野菜に関する視覚教材の展示

・日当たりの良い場所に、各野菜ごとのプランターを用意する

〈準備物〉野菜、花の苗、種・土・プランター・じょうろ・支柱

6月　育てたい野菜の候補を決め、子どもたちにどれを育てたいか決めてもらう

　　土づくりや種・苗の購入をする

　　種・苗植えをする

収穫できるようになるまで（6～8月）日々の水やり、成長の記録

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

野菜

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

野菜がどう実り、どういう形をし、どうやって収穫をするのかなどを感じ、日頃の食べ物への

感謝を持てるようにする

66-1298

LIFE SHOOL 塩浜 こどものいえ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・プランターで育ちやすいものと、難しいものの違いがよく分かり、育てる野菜の選択は事

前にしっかりと調べる配慮が必要と感じた。

・子どもの小さな気づきを丁寧に拾い、食べる事だけでなく広く野菜について深堀出来る内

容があると、より子どもたちの興味関心が広がっていくと感じた。

・固くなって食べられないオクラをスタンプにしたことで、オクラらしい形の模様ができ、

野菜の中でも様々な形の物があるということに気が付いたり、感じたりする時間になった。

①ほうれん草、トウモロコシは種から、オクラ、パプリカは苗から育てる

②毎日水やりをしながら、野菜の成長や変化を観察し共有する

③野菜が育つには、何が必要なのか子どもたちと考える

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・野菜の特徴を伝えるとその野菜の花の色やほうれん草の伸び方等を知りたいという声が上がった。また、生え方

が分からないものを育てたいという声が年長児を中心に聞かれた。

・ほうれん草は太陽に当たりすぎると、成長しすぎて花が咲くと分かり、子どもたちの方から日陰で育ててみたい

という声があり、ベランダへ数本移して育てて見る様子があった（時期的に育てるのが難しかった）

・オクラは花が咲いても実らないことがある。大きいオクラの方が良いとおもっていたが、大きいものと小さいも

のを収穫し触れた時に、柔らかさが異なることに気が付き、食べられないことを知る様子があった。

・トウモロコシ、パプリカは共に花が咲いていることに気が付くと、友だちにも共有し、水やりに意欲的な様子が

見られた。

・乳児クラスの子どもたちも大きくなる葉などに興味を持ち触ったり、りぎる、実を取ったりという姿があった。

「これ何？」と実に興味を持ち、保育者に聞き興味を持つ子どももいた。


